



































刷りのための条件としては， 1.紙の種類， 2.インクの種類， 3.プレス機の圧力， 4.紙の




の内，ヤ‘ノセンに紙を送っている紙舗「直」の手漉きの和紙の中から， K34 (椿紙）， M6 




















サンプル Il ―ーインク 1に， 0.5のアマニ油を加えて練り直したイソク



















































1. サンプル 1のインク このインクで刷った場合，圧力Aですべてきれいに刷れたが， Bに
表1 Sample I なると全体に少し薄くなり， Cではうまく刷り取れず，かなり悪い
|心 M6 G2 K34 B•F•K 
A 
゜゚゜゚B (H) 乙 △ △ X 
B △ ヽ 乙 X 
C (H) X X X X 
C X X X X 







図2 I -A-G2 
箋
図3 1 -B-G2 図4 I -C-G2 
図5 1-A-B.F.K 図6 1-B-B.F.K 図7 1-C-B.F.K 
2. サンプル 1のインク このインクで刷った場合，圧力A,B (H)ですべてきれいに刷れ，
表2 Sample I








C(H) 、2~ 、2 △ X 
C X X X X 





Bより B(H), Cより C(H)の方がずっとよくなっていることに
より，温度によるインクの軟らかさも大いに関係のあることがわか
る（図 9, 10) 。 B•F•K紙でも B, B (H)でサンプルIょりずっと
良くなり， Cでもかなり良くなったが， G2より劣る（図 9,11)。
図9 I[-C-G2 図10 I―C(H)-G 2 図11 11-C-B.F.K 
66 宿輪忍生
3. サンプル1Iのインク このインクで刷った場合，圧力A,B (H), Bでほぼすべてがきれ













乙 乙 ヽ X 
ム 乙 ム X 









図13 I -c-K 34 図14m-C-K34























に2枚の平板A, B間に液体を満たし， Bを固定してAに接線方向の外力Fを加えると， Aに
接した液体層は速度Vで動き出す。 A板より B板に近い層ほど，液層間の摩擦抵抗を大きく受




































 IlJ定 i/iB フ°レート






















































推定(“ 構元薮頃 ： ， 









































圧力A - 238Kg 
圧力 B - 200Kg 





B (200Kg)とC (19 Kc;)とではあまりに，その差があり過ぎるため，この間の圧力をさらに探
図21 プレス圧測定法
ってみる必要がある。









































注1) p. 32 腐蝕の化学～ p.40 さまざまな腐蝕技法
2. 「ホルスト・ヤ‘ノセ‘ノ近作銅版画展図録」 1988年，町田市立国際版画美術館
注2) p. 116 和紙について
3. 駒井哲郎 「銅版画のマチエール」 1976年，美術出版社
注3) p. 77 ~ p. 7 8 
4. 中林忠良 「和紙が刷り上げた原景―ーヤンセソの近着銅版画」 みづえ仮939
1986年，美術出版社
注4) p.50 
（乎成元年 1月受付）
